
 

令和３年度事業報告 

 

（１）事業の総括 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた前年度の反省を踏

まえ、活動方針を「地域住民が主体となって地域課題解決に取り組む社会教育～地域

の特色を生かしたプラットフォームと方策の充実を目指して～」として取り組んでき

た。理事会及び総会こそ書面開催としたものの、コロナ禍においても学びを止めるこ

となく、８月の研修会、そして 12 月の県社会教育委員研究大会をオンラインで開催

できたことは、本協議会の運営における大きな成果と捉えている。 

また、８月の「これからの人づくり・地域づくり」についての講演会、12 月の人

に寄り添い、地域に根差した活動に取り組む宮崎県地域婦人連絡協議会の実践発表や

「次世代の子どもを伸ばす地域の絆」についての講演会、そして、各地区において開

催された研修会は、本県の社会教育の充実及び社会教育委員等の資質向上を図る上で、

大変貴重な機会となったと考える。 

その他、「社教情報」の購読の推進については、会報で案内を掲載するなど、各市

町村や関係団体へ購読を勧め、各号とも 200冊を超える注文があり、社会教育委員等

の資質向上のつながるとともに、コロナ禍における資質向上の手立ての１つとして有

効であるという認識をもつことができた。 

新型コロナウイルスの感染拡大が始まって２年余りが経過したものの、今もなお終

息は不透明であり、今後も、コロナ禍において、いかに本協議会の事業の充実・推

進を図り、「人づくり、つながりづくり、地域づくり」における社会教育の務めを

果たしていくことが肝要である。 

  

（２）事業報告 

① 理事会および総会・研修会 

【第１回理事会】 

○ 期  日 令和３年６月１日（火） 書面開催 

 

【総会及び研修会】 

○ 期  日 令和３年８月２日（月） 

総  会：書面開催 

研 修 会：県教育研修センターからのオンライン開催 

講    師：島根県益田市教育委員会 

 協働のひとづくり推進課 推進監 大畑 伸幸 氏 

演  題：「これからの人づくり・地域づくり 

～社会教育委員と社会教育行政の可能性～」 

参加者数：67名  

     

【第２回理事会】  

○ 期  日 令和４年２月８日（火） 書面開催 

 



② 宮崎県社会教育委員研究大会 

○ 期  日 令和３年 12月 10日（金） 県庁５号館からのオンライン開催 

     【発表】発 表 者：宮崎県地域婦人連絡協議会 副会長 野村 美智子 氏 

発 表 題：「人に寄り添い 地域を支える婦人会活動」  

     【講演】講  師：文教大学 

人間科学部人間科学研究科 教授 金藤 ふゆ子 氏 

   演  題：「次世代の子どもを伸ばす地域の絆」 

   参加者数：158名 

 

③ 会計監査 

○ 期   日 令和４年３月 22日（火） （串間市役所教育委員会） 

○ 期   日 令和４年３月 23日（水） （高原町役場教育総務課） 

 

④ 第 51回九州ブロック社会教育研究大会長崎大会 

○ 期   日 令和３年 12月 19日（日） 短縮開催、オンデマンド配信 

○ 研究テーマ 人を育み、人をつなぎ、持続可能なふるさとをつくる社会教育 

を目指して ～“連携・協働”をキーワードに～ 

○ 参 加 者 数 77名（オンライン・オンデマンド視聴） 

 

⑤ 第 63回全国社会教育研究大会石川大会 

○ 期  日 令和３年 10月 28日（木） 短縮開催、オンデマンド配信 

○ 研究主題 地域の未来を創る社会教育のさらなる挑戦 

         ～智仁勇が未来をクリエイトする～ 

 

⑥ 「家庭の日」の推進 

○ 会報による啓発 

○ 各地区での取組 

 

⑦ 地区別研修 

○ 各地区の計画により実施 

  

⑧ 広報、情報提供等 

○ 会報の発行による情報提供 

・30号（12月） ・31号（３月） 

○ 「社教情報（全社教連発行）」購読推進 

・85号（202冊） ・86号（210冊） 

○ 「社教連会報（全社教連発行）」の配布 

・89号（12月） ・90号（２月） 



令和３年度地区別研修会事業報告

地区名［ 宮崎地区 ］

実施月日 令和３年７月７日（水） 令和３年１０月２６日（火）

実施場所 清武総合支所 大会議室 大淀川学習館 レクチャー館

出席者数 ２６名 ２５名

テ ー マ
「地域住民が主体となって地域課題解決に取り組む社会教育」
～地域の特色を生かしたプラットフォームと方策の充実を目指して～

１ 講話 １ 活動報告
「宮崎市の青少年の健全育成と
非行防止の取組について」 ２ 講話
講師 「地域住民の主体的な社会教育
宮崎県青少年育成センター 活動につながる大淀川学習館

内 容 所長 水元 重夫 氏 の取組」
講師

２ 質疑 宮崎市大淀川学習館
館長 二宮 俊尚 氏

３ 意見交換
３ 質疑

４ 意見交換

地区名［ 西都・児湯地区 ］

実施月日

実施場所

出席者数

テ ー マ

※ コロナウイルス感染症拡大の影響により、活動中止。

内 容



地区名［ 南那珂地区 ］

実施月日 令和３年７月３０日（金） 令和４年１月１４日（金）

実施場所 南郷ハートフルセンター 南郷ハートフルセンター

出席者数 ２７名 ２８名

テ ー マ
「地域住民が主体となって地域課題解決に取り組む社会教育」
～地域の特色を生かしたプラットフォームと方策の充実を目指して～

○ 総会 ○ 第２回研修会（事例発表）
・令和２年度事業・決算報告 ・事例発表
・令和３年度役員・事業･予算 「串間市青年団協議会の取組

について」
○ 第１回研修会（事例発表） 発表者

内 容 ・事例発表 串間市青年団協議会
「本郷地区版 地域学校協働 会長 水元 健介 氏
活動の取組」 事務局長 小川 貴之 氏

発表者
本郷まちづくり推進委員会 ・講話
会長 甲斐 慎二 氏 「SDGｓについて」

講師
(株)シンク・オブ・アザーズ
代表取締役 難波 裕扶子 氏

地区名［ 北諸県地区 ］

実施月日

実施場所

出席者数

テ ー マ

※ コロナウイルス感染症拡大の影響により、活動中止。

内 容



地区名［ 西諸県地区 ］

《第１回》

実施月日 書面開催 開催予定日：令和３年６月１１日（金）

実施場所 （高原町総合保健福祉センターほほえみ館）

出席者数

テ ー マ
地域住民が主体となって地域課題解決に取り組む社会教育
～地域の特色を生かしたプラットフォームと方策の充実を目指して～

当初の計画
１ 協議
○ 本年度の活動計画について

内 容 ２ 発表・情報交換
○ 各市町の取組について
○ 地域住民が主体となって地域課題解決に取り組む社会教育につ
いて

《第２回》

実施月日 中止 開催予定日：令和３年８月２０日（金）

実施場所 高原町内史跡・神社及び観光施設等

出席者数 （予定）２３名

「改めて知る高原町の伝承と文化財」
テ ー マ 講師 高原町教育総務課 文化財係長 山下 浩樹 氏

高原町産業創生課産業観光係 主事 德井 美由希 氏

内 容 ○ 高原町内史跡・神社及び観光施設の視察研修
・狭野神社 ・皇子原公園 ・霧島東神社

《第３回》

実施月日 令和３年１１月２６日（金）

実施場所 高原町総合保健福祉センターほほえみ館 中研修室

出席者数 ２８名

テ ー マ 地域住民が主体となって地域課題解決に取り組む社会教育について
～学びと人をつなぐ社会教育はどうあればよいか～

１ 実践発表
○ 演 題 「人を育み、人をつなぎ、地域を元気にする小林の社

会教育」
内 容 ○ 発表者 小林市社会教育委員 園田 明美 氏

○ 演 題 「高原町の社会教育委員活動～現状と将来に向けた取
り組み～」

○ 発表者 高原町社会教育委員 大迫 典子 氏
○ 演 題 「南西四区の地域づくり」
○ 発表者 南西四区公民館長 下沖 秀人 氏

２ 講 演
○ 演 題 「私の挑戦」
○ 講 師 えびの電子工業 代表取締役会長 津曲 洋一 氏



地区名［ 北部地区 ］

第１回研修会 第２回研修会

実施月日 令和３年７月９日（金） 令和３年１１月２５日（木）

実施場所 延岡市社会教育センター 諸塚村中央公民館

出席者数 ４３名 ４９名

テ ー マ 「地域住民が主体となって取り組む社会教育」
～地域の特色を生かしたプラットフォームの構築を目指して～

１ 総会 １ 事例発表
２ ワールドカフェ形式による情 ○「子ども達の力を活かした地
報交換会 域づくり」

内 容 ・日向市社会教育委員
松葉 卓代 氏

２ 講話
○「県北浪漫紀行～神話伝承、

神楽、食～」
・県立看護大学
教授 大館 真晴 氏


